
◆企 画 名  秋学期キャンパスツアー2019 
日  程  2019 年 9 月 14 日（土） 
場  所  関西大学千里山キャンパス 
参加者数  122 名（ピア・サポータ 6 名、研修生 1 名、留学生 115 名） 
目  的 

秋学期から関西大学で学ぶ交換留学生を対象にキャンパスツアーを行うことで、初めて

の大学への順応を促し、今後の充実した学生生活につなげる支援を目的とする。さらに、

KU ブリッジの活動紹介も併せて行い、今後の開催を予定している企画イベントへの参加

を呼び掛けることで、KU ブリッジの活動の発展に寄与する。 

内  容 

9:30  当日スタッフ、第 2 学舎 A 棟 1 階にて集合。当日の動きについて最終確認。 
    留学生の到着が遅れていたため、この時間を利用して準備物の確認を行った。 
10:30 予定より 30 分遅れて、A501、A503 にて生活オリエンテーション開始。 

KU ブリッジの挨拶と紹介を行った。 
10:40 事前にキャンパスツアーを行うルートの確認ができ

ていなかったため、待ち時間に当日スタッフ全員で

ルートの確認を行った。 
12:15 キャンパスツアー開始。(所要時間 1 時間) 
13:15 キャンパスツアー終了後、図書館前にて記念撮影。  
14:00  当日スタッフはフィードバックを行い、その後解散。 

効  果 

・今回のキャンパスツアーでは、関西大学千里山キャンパス内の各学舎や施設の位置、利

用方法について、学内を歩きながら紹介した。新入留学生が留学中に学内で利用可能な

サービスを知ることで、関西大学での留学生活をより有意義なものとする手助けができ

た。 
・KU ブリッジによる活動や今後開催予定のイベントを知ってもらうため、SNS 上の当団

体アカウントへの登録を促進し、今後に繋がる留学生との関わりを持つことができた。 

改 善 点 

・オリエンテーションの中でキャンパスツアーを行うグループ分けをする予定だったが、

急遽オリエンテーション終了後に教室の外でグループ分けを行った。想定と異なる対応

が必要となり、スタッフ・留学生共にやや混乱があった。 
→オリエンテーションを行う DIASS（国際部学生スタッフ）との打ち合わせ等の場を設

け、オリエンテーションからどのような流れでキャンパスツアーへ移るのか確認を行

うとよい。 
・留学生から部活やサークルについての質問を受けることが多かったが、どのように回答

するべきか対策を取っておらず、対応が難しかった。 
→現在企画中の KUclubs が始動すれば、そちらを参加者に案内することで部活やサー

クルについて紹介することができる。 

感  想 

 今回はキャンパスツアーに初めて関わるメンバーが多く、100 名を超える留学生を迎え

ての実施には不安があった。そのため台本の読み合わせを念入りに行い、疑問や不安点を

事前に解消するよう努めた。当日は全スタッフが案内役としての役割を果たし、留学生か

らの質問や急な変更点にも臨機応変に対応した。キャンパスツアーは毎学期多くの留学生

に KU ブリッジの存在を知ってもらえる場であるので、この企画をより有意義なものに改

善することで、留学生に KU ブリッジを頼れる存在として認識してもらえるよう努力した

い。 

 


